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1) NPO 法人森林ボランティア山仕事くらぶ 理事 
(c) 一般教育 
1) ET ロボコン 2010 東北地区 技術委員長 
2) 二輪ロボットモデリング実践研修（岩手県） 講師 
(d) 産学連携 
1) 制動力保持機構を持つブレーキシステムの開発，（有）中央車体 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '10 プログラム委員 
2) 日本機械学会論文集 査読 1 件 
3) The IEEE Transactions on Robotics 査読 2 件 
4) Journal of System Design and Dynamics 査読 2 件 






昨今，GPS (Global Positioning System) の普及により様々な位置情報提供アプリケーションが提供されている．
しかし，屋内や地下では GPS の精度が著しく低下するため，複雑な構造の駅の構内や地下街などで利用すること












職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
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1) ET ロボコン 2010 東北地区大会実行委員 






1) 情報処理学会 DPS 研究会ワークショップ 2011 ローカルアレンジメント担当 
2) 情報処理学会論文誌 査読（2 件） 
3) The 25th Int. Conf. on Advanced Information Networking and Applications (AINA2011) 査読（1 件） 


















（“環境の差異を考慮したセンサデータ処理手法の一検討”, 第145回DPS研究会, Vol. 2010-DPS-145, No. 33, 2010
年 11 月，および“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理手法の応用システムの一検討”, 電子情報通信学会




た．本年度は，この方式のための以下の 2 機能に関して研究を遂行した． 
A) 制御フローグラフを利用した HB 発信法 
HB を用いた相互監視方式においては，HB を対象アプリケーション実行中のどの時点で発生させるかが重要で
ある．具体的には，従来検討されていた HB の総発信回数に着目するのみでなく，HB 発生を極力一定の間隔で
発生させることや，アプリケーション内の HB 発生箇所の偏りを軽減することが必要である．提案手法では，
この課題に対して，制御フローグラフを利用して HB 発生箇所を決定する． 
B) 障害復旧機能 
監視対象のアプリケーションに障害が発生したと判断した後に行なうべき，アプリケーションの再起動機能の
実装法を考案した． 
また，以上の機能を実装した評価環境を構築し，実験による提案手法の妥当性を検証した． 
 
  
